
2025 年 1 月 4 日

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・季節に合わせた行事（花見・プール・そうめん流し・文化祭出品・芋ほり・ハロウィンパーティー・みかん狩り・持久走・クリスマス会・もちつき・節分イベント・いちご狩り等）
・防災・安全学習（交通センター・避難訓練（火事・地震））
・保護者会・親子行事

家族支援
・子育てに関する困りごとの相談支援を行います。
・家族のレスパイトの時間の確保や就労等による預かりニーズに対応します。
・親子行事によって、家族間の交流を促進していきます。

移行支援

・将来的な移行の準備として、いろいろな情報提供をします。
・移行先との引き継ぎをしっかり行います。

地域支援・地域連携

・地域の公共施設を利用し、地域資源を活用していきます。
・学校や地域の福祉サービスと連携していきます。
・法人が地域の人を招くイベントに参加して交流します。

職員の質の向上

・職員の専門性を活かして、定期的な研修を行います。
・ケース会議を行います。
・新入職員にはエルダーメンター制でフォローしていきます。

支　援　内　容

・来所時に健康状態を把握します。（体温測定・学校や家庭からの申し送り）
・感染症を予防する生活習慣（手洗い・うがい等）が身に付くように支援し、活動に体力づくりを取り入れます。
・生活上のスキル（排泄・食事・持ち物管理等）が向上するように支援します。

・運動レクリエーションやリズムに合わせて体を動かす運動（よさこい・ダンス等）を行い、気持ちを発散させるとともに、バランス感覚や持久力の向上を目指します。
・制作や感触遊びを通して指先を刺激し、指先の動きをコントロールする力をつけていきます。
・感覚の特性や身体状況に合わせた支援を行います。

本
人
支
援

・スケジュール確認により、日にちへの意識や時間の感覚がつかめるように支援します。
・外出することで、安全に対する意識を高め、季節・環境の変化が体感できるように支援します。
・クッキングや制作を通して、形、色、大小、数、重さ、硬い柔らかい等、認知や行動の手がかりとなることをつかんでもらいます。

・日々の活動の中で、言葉に触れ、伝える経験がたくさんできるように支援します。
・相手の行動や意図が理解できるように職員が言葉を補うなどの支援を行います。
・障がいの特性に応じたコミュニケーション手段で支援します。

・友達と一緒に過ごしながら、人との関わり方や距離感について学べるようにします。
・ルールを守って遊ぶレクリエーション等を通して、徐々に社会性の発達を促します。
・外出や地域交流活動に参加することで、社会経験を広げていきます。

支援方針
児童それぞれの個性、長所短所を認め、成功体験の積み重ねによって自己肯定感を育んでいきます。
体を動かす活動を基本として、①多様な表現活動　②レクリエーション等の集団活動　③社会とつながる体験活動　を設定して支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無
平日　　　　　　　　９：３０～１８：３０
土曜日・学校休業日　８：３０～１７：３０

法人（事業所）理念
いろいろなことを経験・チャレンジできる「体験型」の事業所です。体験を積み重ねながら、障がいがあっても自信をもち、自分らしく輝けることを見つけていきます。子どもたちが笑
顔になって、ご家族も含めて皆が笑顔になれるような事業所を目指していきます。

事業所名 作成日はあとキッズⅰ新山口 支援プログラム(児童発達支援、放課後等デイサービス）


